












(1)新しい就学前検査法の有用性

1500g 未満の低出生体重児で現在 5 歳の児について、明らかな脳性麻痺、精神遅滞を除い

た 17 名中 7 名について、予後を検討した。7 名に一般的診察に加え、当研究班において

作成した就学前健診記載用紙に基づいた診察と知能検査を行い、6 名では以前より我々が

行っている JMAP も併せておこなった。

①一般診察及び就学前検査では、運動において、微細運動障害を 3名に認め、行動神経心

理では発達性言語障害 1名、選択性かん黙 1名、多動 2名であった。合併症では、単純型

熱性けいれんを 1名、喘息 1名、口・顔・指症候群 1名、中耳炎の反復 1名を認めた。

②精神発達(田中－ビネー式、WPPSI)では、正常 4名、境界 3名であった。正常例では、APGAR

指数も良好で周産期に呼吸管理をうけていない症例であった。WPPSI 知能検査では、動作

性 IQ が言語性 IQ より高かった。下位項目では単語・理解・絵画完成が低く、迷路・幾何

図形は高得点のものが多かった。

③JMAP では、正常 3名、パターンⅦ2名、Ⅷ名であった。下位項目では非言語、複合能力

は、高得点であったが、言語、協応性が低かった。


